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福大若葉 佐賀東
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 0 0 0 0 3 4 (C) 2 0 1 0 0

5 * 12 0 5 2 2 5 * 0 0 0 0 5

6 14 3 2 1 1 6 * 8 0 4 0 1

7 9 0 3 3 1 7 4 0 2 0 1

8 * 19 1 6 4 1 8 - - - - - - -

9 2 0 1 0 0 9 * 8 0 4 0 2

10 4 0 2 0 2 10 4 0 1 2 0

11 * 4 0 2 0 0 11 5 1 1 0 1

12 0 0 0 0 1 12 * 5 0 2 1 1

13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 1

14 2 0 1 0 1 14 2 0 1 0 0

15 * 20 0 8 4 1 15 - - - - - - -

16 0 0 0 0 0 16 - - - - - - -

17 0 0 0 0 2 17 0 0 0 0 0

18 4 0 2 0 0 18 * 4 0 1 2 5

90 4 32 14 15 0 0 42 1 17 5 17 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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2016年2月13日(土) 会場： 鹿児島市郡山体育館G4

Bブロック女子1回戦

村田　友作

林　佑亮

主審

副審

●

福大若葉

(佐賀4位)(福岡3位)

中嶋　まひろ

選　手　氏　名

13:30

○

篠原　愛華

鬼塚　彩乃

No. 13G4 日時：

選　手　氏　名

福本　萌香

嘉数　唯

合計

戦　　評

記載者 前田　晋吾 （所属） 鹿児島県バスケットボール協会

合計

　両チームとも立ち上がりからアグレッシブなマンツーマンディフェンスで激しくプレッシャーをかける。福大若葉は＃15曽
我部にボール集め、ポストプレイからの得点を狙うがなかなか決まらない。一方、佐賀東もミドルシュートやドライブで果
敢に攻めるが、高さのあるディフェンスに苦戦し、開始４分から得点が止まる。チームファウルがたまった佐賀東に対し、
福大若葉は＃15曽我部を中心に攻め続け、２１ー８と福大若葉がリードして第１Pを終える。　　第２P，佐賀東はオール
コートのゾーンプレスを仕掛けるが、福大若葉はそれを突破し着実に得点を重ねていく。福大若葉のインサイドにさらに
厳しくプレッシャーをかけ反撃を試みるが、福大若葉＃６中嶋のインターセプトからの速攻などのスピードに乗ったオフェ
ンスを止められず、４４－１４で第２P終了。　第３Pに入っても福大若葉のスタミナは衰えず、＃５嘉数のポストプレイや#8
鬼束のインターセプトからのレイアップなどで点差を広げていく。一方の佐賀東も＃９野田のミドルシュートや＃１２松永
のリング下シュートで流れをつかもうとするが、なかなか反撃の糸口をつかめず、７１－２０で第３P終了。　第４P開始
早々、佐賀東＃11古賀が３Pシュートを決め反撃を試みるが、福大若葉＃７篠原や＃６中嶋からのパスに＃８鬼束が見
事に合わせるなど、攻撃の手を緩めない。それでも最後まで諦めない佐賀東は、＃７重松のミドルシュートや＃10中野・
＃12松永のドライブで得点を重ねていく。さらに、佐賀東は＃10中野のミドルシュートや＃７重松のレイアップで点差を詰
めようとするが、福大若葉が最後まで点差を保ち，９０－４２で佐賀東を破った。

松本　優衣

池田　果穂

神島　ありさ

安部　奈々美

古川　朱里

藤武　未来

塚原　楓

西村　菜々子

渡邊　芙美佳

三輪　眞子

清水　美希

中野　綾香

曽我部　希子

松永　美香

中村　遥

野口　萌華

平成27年度　第46回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

コーチコーチ 池田　憲二

田代　理笑

松尾　香伽

山下　夏奈

重松　冴香

谷口　翼

野田真裕香

田中　睦

佐道　玲奈

古賀　百華

白土　英恵
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